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講義内容；セラミックスと高分子
テキストｐ１８７－２１６

• １．セラミックス材料：　　　　　　　　　　　　　1)
セラミックスの分類と機能　　　　　　　　　　　　　　　　　　2)
セラミックスの構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3)
セラミックス材料の特性

• ２．高分子材料：　　　　　　　　　　　　　　　　
1)プラスチックスの種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2)
熱可塑性プラスチックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3)
工業用熱可塑性プラスチックス（エンプラ）　　　　　　　　4)
熱硬化性プラスチックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5)
ゴム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6)

ポリマーアロイ　　　　　



セラミックス材料
• １．伝統的セラミックス(Traditional 

Ceramics):陶磁器、ガラスの食器、花瓶、
バスタブなどの日常品やタイル、れんが、
セメント

• ２．ニューセラミックス(New Ceramics)、ファ
インセラミックス(Fine Ceramics)

• ３．エンジニアリングセラミックス
(Engineering Ceramics) ：機械材料



セラミックス材料の分類



セラミックス材料の機能(1)



セラミックス材料の機能(2)



イオン結合と共有結合の割合



ケイ酸塩の構造



ケイ酸塩の構造(2)



ダイヤモンド構造



ガラスの構造



マグネシアMgO



アルミナAl2O3



炭化ケイ素(SiC)-ダイヤモンド構造



多結晶セラミックスの微細構造



金属材料とセラミックス



セラミックスの特性



セラミックスの破壊強度例



高温材料用セラミックス



高分子材料(High Polymer Material)

• 1. 熱可塑性プラスチックス：　　　　　　
Thermo -Plastic

• 2. 熱硬化性：　　　　　　　　　　　　　　　
Thermo-Setting Plastics

• 3.　弾性高分子：　　　　　　　　　　　　　　　　
エラストマー(Elastomer)など

• ４．ポリマーアロイ：



熱可塑性プラスチックスの構造
-エチレン（左の共有結合を活性化すると右の結合)



熱可塑性プラスチックスの構造
-エチレン（重合反応）



ビニルポリマーの構成式



熱可塑性プラスチックスの機械的性質



工業用熱可塑性プラスチックスの
機械的性質



熱硬化性プラスチックスの性質



ゴムの機械的性質



ポリマーアロイ
（種々のプラスチックスをブレンド）

• 1.　ABS（スチレンアクリロニトリル+ブタジ
エン）/ポリカーボネイト

• ２．ABS/塩化ビニル樹脂
• ３．ポリカーボネイト/ポリエチレン
• ４．PBT（ポリプチレンテレフタレート)/PET
（ポリエチレンテレフタレート）　　　　　　　　
　　　　　　　　　耐熱衝撃性、耐熱性、耐薬
品性の向上



自動車用プラスチックスと
従来材料の比較


